
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020-2021総累計 1708,000円 

年 間 予 算 2,200,000円 

達 成 率 77.63％ 

 

 

・7/6        例会臨時休会（新年度スタート） 

・7/13       例会臨時休会 

・7/20       例会休会（定款に基づく） 

・7/27    例会臨時休会 

・7/30       IM3組 会長幹事会 

第２６６０地区 

大東ロータリークラブ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12時 30分～1時 30分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

◆4つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 
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令和 3 年 7 月６日発行   No.2542 2021.6.22（No.2541）の例会記録 

 

 

  大東ロータリー会長テーマ 

    「 当意即妙 」 

◆ 出席報告（6月 22日分） 

 

      例会臨時休会 

 

前々回６月 15日分 

 

      例会臨時休会 

            

後面に記載 

 

 
２０２１年～２０２２年度 

 
国際ロータリーのテーマ 

 
国際ロータリー会長  

 
  シェカール・メータ 

今週の予定   （７月６日） 
お知らせ 

創立 1967年 12月 26日 
■会長 中  恒夫 
■幹事 空門 満也 
■広報委員長 生駒 智人 
（会報） 

次週の予定   （７月１３日） 

先週の例会報告 

ニコニコ箱 

 

奉仕しよう みんなの 

人生を豊かにするために 

 

  

   

  



 

 

      

 

皆さん、こんにちは いよいよ６月もあと１週間。本来であれば皆様方と一同に

会して本日の例会を迎えられたという思いで進めて参りましたが、残念ながら、こ

の環境下の中、どうしても例会を開く事ができません。昨年の７月７日にスタート

した、今年度５３代目の会長として任命を頂戴致しましたけれど、これまでの５２

代までの会長とは異なり、何となく自分の中で描いていた会長像というものがあっ

たのですが、全くもってそれを成しえる事が出来ませんでした。これは、コロナと

いう環境の中で、私にとっても手探りの状態でありました。本来ですと、秋には皆

様方と秋の家族会、クリスマス会、また春の職業奉仕による家族会というのも企画

され、懇親を深めて次年度の中会長にバトンを継承するところではございますが、

まあそれも叶わない。本年度、唯一出来た事業というのが、例年の継続でもありま

す大東市主催の弁論大会、これも例年とは手法が変わりましたが、これが実施され

て参加させていただきました。それと大東ロータリークラブ野球大会、これも開催

ぎりぎりまで主催者側との協議の上、開催をすることができました。発達支援セン

ターでの夏祭りですとか、お祝い事、これも叶わぬこととなって、大東 RC からの

差し入れという形でしか参加できませんでした。その中で、唯一実現させて頂いた

事業が、社会奉仕によります大東市の野崎病院へこのコロナ感染症対策の一環とし

て、医療従事者の皆様に陰圧ブースを贈呈させていただきました。これは、今だか

らできる唯一の事業だったのかなあと、このようにも考えられます。年が変わって、

長年、友好関係を築いてきた、台湾スワンシーRC 創立３０周年の記念式典が挙行さ

れまして、本来であればメンバーの皆様方またご家族のみなさんとお祝いに台湾に

訪台する予定でしたけれど、この環境下という事でリモートでの参加となりました。

初めての試みではありましたが、モニターを通じて相手の台湾スワンシーＲＣのメ

ンバー達と交流が少しできたのかなという思いであります。本来であれば、祝杯を

交わし共に笑いあいながらお祝いできたら一番良かったのにと思います。その中で

１年があっという間に過ぎてしまい、非常に残念だなあというしかないのですけれ

ど、本来、ロータリークラブというのは親睦が大事だと言われています。そのため

の手法として、例会というのものがあるのではないか、本来例会は、皆様にお集ま

りいただいて、セレモニーののち、卓話があるというところが１つのパッケージに

なっているのですけれど、本当に大きな意味あいというのは、例会に皆様がお集ま

りになって、開催までの少しの時間、個々に色んなお話をされ、情報交換、相談な

りをされ、ここが非常に大事、そのための例会ではないのかなと。例会に関しても、

開催ができない中、リモートでの例会というのも色々と考えてみましたが、リモー

トでやったとしても一方通行で、１名がしゃべり、参加して頂いた皆さん全員が聞

き役になってしまう。どうしてるの？何してるの？これはどうしたら良いのかな？

というような相談もできない。それではあまり意味がないのではないかなという事

会長 佐藤 多加志 

 

 

 

 

会長の時間 



 

 

でリモートでの開催は諦めました。理事会においてはリモート開催も試みて、それ

でも本来の理事会のスタイルとは違う、ちょっといびつな所もあったのですが、こ

ういうやり方もありかな？というところです。本来ですと、皆さんとお顔を合わせ

てやりたかったなというのが本音のところでございます。本年度を進めるにあたっ

て、去年、一昨年の暮れぐらいから理事の方々には立案企画をして頂きまして、本

当にありがとうございました。スタートを切る時も、皆さんと一緒によろしくお願

いしますという場面も作ることができませんでした。１年を終えて皆様方には本当

に申し訳ないなと思います。メンバーの皆様にも会長の時間を通じて色んなお話を

させていただいたり、事業を通じて様々な親睦をはからせて頂きたいと思ったので

すが、それも出来なかった。これから先も歴史が続いていくわけですが、このよう

な会長経験をできた事をプラスに考えるとある意味良かったのかなと。個人的には

この１年は取り戻せない１年ですし、そこに悔いが残るのも確かです。私と二人三

脚で本日まで進めて頂いた、東村幹事も、今年はやれる手法のない模索の中での１

年の幹事という事で、非常に厳しい中で指揮をとっていただきました。私一人では

出来なかった事を東村幹事がいてくれたからこそ出来上がった事もかなりございま

す。カメラの前ではございますけれど、東村幹事、また理事のメンバーの皆さん、

そして多くの会員のメンバーの皆さん、そしてご家族に、心からお礼を申し上げて

１年の締めくくりとさせていただきたいと思います。まだまだ沢山お話したい事が

ございます。尽きませんけれど、このコロナの環境下が終息した中で、皆様とお会

いした後には、私の思いを聞いていただけたらと、このように思う次第であります。

次年度、中会長、空門幹事の新しい５４代、５４年目の大東ロータリークラブがス

タート致します。その次の年には５５周年という大きな節目がございます。成しえ

なかった事、今年できなかった事、個々に色々と感じられた事、学ばれた事、それ

を次年度に活かしていただいて、さらなる大東ロータリークラブの発展になればと、

このように祈念して１年の締めくくりとさせていただきたいと思います。本当に１

年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

            「今年度の実績報告と反省」 

                          ■会長 佐藤 多加志 

まさかこれほどまで長引くとは思わなかった COVID-19 と言うトンネルの中、今 

現在も日が差し込む気配なく、ひたすら耐え希望を胸に抱き続けた一年でした。 

前年度、田川会長・中野幹事より引き継いだ時期はこの環境下から抜け出したか 

と安堵したのも束の間でした。本年度 RI 会長 ホルガー・クナーク氏のテーマは 

「ロータリーは機会の扉を開く」・2660 地区ガバナー 簡 仁一氏は RI「BACK 

 To the FUTURE ~基本に戻って、未来へ~」をスローガンとされました。 

これを受け私は、『ロータリーの機会はであい から』を念頭とし、新しいメンバ 

ー・他クラブメンバーとの「出合い」が、「出逢い」に発展する事を目的とし方針 

を建てさせて頂きました。これらの思いを各委員会委員長は、手法を凝らし多く 

の計画を立案して頂き感謝申し上げます。しかし、残念な事にその殆どが実行に 

移す事が出来なくなり「葛藤」の年度でした。何よりも親睦第一での事業として 

「例会」は 12%程度の開催、「家族会」「クリスマス例会」「情報集会」「インター 

アクト例会」は全て中止となりました。地区事業でありホストクラブとしての 

「IM3 組ロータリーデー」も中止となり非常に残念でなりません。前年度、思い 

描いていた会長の担いの中でのクラブライフは叶うどころか目まぐるしく変わる 

計画と環境に対峙する日々が続き、東村幹事には多大な迷惑を掛けた事と思いま 

す。また、平然と対処頂いた事に関しては心より感謝申し上げます。反省としま 

しては、環境が長引き、深刻さが増す と言う想定でのシミュレーションと対処対 

応の措置を考えておくべきであったと痛感しております。中途半端な状態で次年 

度、中会長・空門幹事に引き継ぐ事は心苦しく申し訳御座いません。次年度こそ 

は、「安全・安心」な環境下で親睦が更に深められ地域社会への奉仕活動が活発に 

行われることを切に願っております。2 年後には 55 周年を控え大切な助走の年が 

くじけてしまいましたが、次年度にその思いを託しバトンを渡させて頂きます。 

全ての会員皆様に感謝申し上げあえて反省とさせて頂きます。 

一年間有難う御座いました。 

 

                            ■幹事 東村正剛 

本年度は、新型コロナウィルス環境下のクラブ運営規定を予定者段階で理事会に 

て承認していただき、例年とは違った形で運営せざるを得ない状況となりました。 

新型コロナウィルス環境下のクラブ運営規定を世の中の状況に合わせながら都度 

改定しながら、例会の設えをスクール形式に変更しコロナ感染防止対策を行いな 

んとか例会を再開しました。 

先週の卓話 



 

 

３月になり第４波の状況となり、大阪府においてはまん延防止重点措置並びに医 

療非常事態宣言が実施され、大阪府新型コロナ警戒信号を黄色から赤色に引き上 

げられ、臨時休会の措置をせざるを得ない状況となり、大変残念な思いでありま 

した。また、長年事務局員として勤めてこられた村本事務局員さんが一身上の都 

合により退職ということとなり、急遽事務局員を募集しなければならなくなり、 

コロナ禍で臨時休会、理事会を通常開催することが出来ず、インターネットでの 

理事会開催となり、慣れない議事進行に理事の皆様のご理解とご協力を頂き、な 

んとかこれまで無事に理事会運営も出来、そして新しい有能な事務局員さんの本 

田さんを採用することができました。また、事務局のパソコンにロータリークラ 

ブ専用一元化ソフトを導入し、今後の事務局の事務局作業の合理化と今後の事務 

局の引き継ぎやデータベース化が容易となりました。また、輪番制により第 2660 

地区第 3 組のロータリーデー（3 月 6 日開催）のホストが大東 RC となり、田川 

直前会長を実行委員長とし、その準備に追われた前期となりましたが、１月に入 

り、緊急事態宣言が発出され今まで準備してきたロータリーデーが中止となり、 

これまで準備してきた各クラブのＰＲ動画と菅ガバナー、藤田ガバナー補佐、佐 

藤会長、田川実行委員長の挨拶を収録し、約３０分強の動画に再編集しＤＶＤに 

納め、各クラブの今後の活動に活かせて頂ける機会とさせていただきました。 

また、昨年度より継続となっています戦略委員会（田川委員長）においては、ク 

ラブビジョンの策定も出来、会員増強向けのリーフレットの打ち合わせをさせて 

頂き、今後の会員拡大促進ツールを完成させることができました。このコロナ禍 

の状況は、引き続き次年度まで影響を及ぼしそうです、会員の皆様と直接例会で 

お会いする機会が極端に減るかもしれません、とても残念でなりません。本年度、 

佐藤会長が掲げました「ロータリーの機会は であいから」のスローガンのもと、 

であう機会を奪われた団体に何が出来るのか、幹事として運営について様々模索 

をしてきましたが限界を感じる一年でした。今回の新型コロナウィルスは根本的 

に人と接触すると感染のリスクが大きくなる病気ですので、早期のワクチン接種 

と薬の開発がされますことをお祈りするしかありません。本年度、佐藤会長とは 

これまでにない判断を様々させて頂き、本当に貴重な経験をさせて頂き、佐藤会 

 長をはじめ理事の皆様、委員長の皆様、そして会員の皆様に感謝申し上げます。 

引き続き今後共宜しくお願い申し上げます。 


